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 要 旨   
目的： 
女性において体重が習慣的な飲酒と血圧および血清脂質との関連に影響を与えるかを明

らかにする。 
方法： 
対象者は 16,805 人の健康な 35–54 歳の女性で、データは 1999 年 4 月から 2000 年 3

月の山形県の職場から集められた。対象者は体重の三分位でグループ分けされ、さらに平

均エタノール摂取量で 3 つのサブグループに分けられた [非飲酒者、軽度飲酒者（1 日当た

り 15 g 未満）、重度飲酒者（1 日当たり 15 g 以上）。 
結果： 
体重の第 1 と第 2 三分位のグループでは、平均収縮期血圧と拡張期血圧および高い収縮

期血圧または拡張期血圧の有病率が、非飲酒者と比べ重度飲酒者で有意に高かった。一方、

第 3 三分位のグループでは、それらの違いが観察されなかった。他方、体重の全ての三分

位のグループで、平均血清ＨＤＬまたはＬＤＬコレステロールは、非飲酒者と比べ軽度お

よび重度飲酒者でそれぞれ高いまたは低く、低ＨＤＬまたは高ＬＤＬ血症の有病率は非飲

酒者と比べ重度飲酒者で有意に低かった。 
結論： 
以上の結果は、体重が飲酒の血圧への関連には影響を与えるが、血清 HDL と LDL コ

レステロールには影響を与えなかったことを示唆する。 

 




